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1　 CBLS プ ロ グラム とは

　立教大学理学部で は 、2005 年秋 よ り 「理

数教育連携 を通 じた CBLS プ ロ グ ラ ム 〜豊島

区 との 理数教育連携 に よ る専門教育プ ロ グ ラ

ム 〜
」 （2005 年度 文部科学省現代 GP 採択）

を進 め て い る 。 CBLS とは 、Community 　Based

Learning 　in　Science　Education の 略で 「地城

に 根 ざし た科学教育 1 を意味す る。本プ ロ グ ラ

ム は、理 学部学生 が豊島区 の 小中学校 と連携 し

て 、教育企画 を立 て 、それ を教育プ ロ グラ ム と

して 実行する こ とに よ り、学生 の 主体的学習能

力 と科学的素養 を実践経験 に よ っ て 高め、また

地 域社 会を基 盤 に した 「科学の 次 世代 へ の 伝

達」を実践 し、新た な理 数教育 の ニ
ーズ を創 出

す る こ とを 目指す。

2　 これ まで の 活動

　 2005 年秋 か ら 2006 年夏に か けて は 、有志

学生 と CBI．S ス タ ッ フ で パ イ ロ ッ ト活動 とし

て 月曜 6 限、木曜昼休 み を利用 して 、地域小 学

校の 理 科授業の 様子 ・問題 ・ニ
ーズ を探る ア ン

ケー ト調査 の 実施や 4 っ の 理 数 教育企画 の 作

成を行 っ た、こ の うちの 1 つ で ある 「生 き物 の

歴史 と DNA 」を改変 し、2006 年夏に立教大 学

実験講座 「DNA を見て み よ う ！〜動物 も植物

もつ なが っ て い る ？！〜」 を開催 し た。

　 2006 年後期 か らは、CBLS プ ロ グラ ム の 講

義 「理数教育企 画 1 」 が開講 し、本格的な活動

を開始 し た。講義 の 中で 8 つ の 企 画 が作成 され 、

年度末の ワ
ークシ ョ ッ プで も発表 した 。 本年度

前期か らは 「理数教育企画 2」 が 開講 し、「理

数教育企画 1」で 作成 された企画の うち 6 つ の

企 画に つ い て 7 月 ・8 月 に か け て の 地域小 ・中

学校お よび大学実験講座 で の 実践を 目指 し、企

画の 練 り上 げ と実践 に向け た準備 を行 っ て い

る 。

　 また
一

方 で 、講義外 活動 として CBI ．S ス タ

ッ フ お よび学生に よ る地域小 学校 の 理科 ク ラ

ブ で の 訪問実験教室や SPP 事業、科学館で の

活動、豊島区小 学校理 科部会 へ の 参加 な ども積

極的に行 っ て い る。

3　 ま とめ

　 7・8 月 の 実践を も っ て、「理 数教育企画 」 初

の 活動 は
一

区切 りを つ ける。また、こ れ まで の

活 動か ら、当初の 目的で あ る 「授業の 中で 実践

で きる企 画 の 作 成お よび実施 」は学校カ リキ ュ

ラ ム との整合性、授業時間の確保、学生 の大学

生活 の 中で の 時間の 確保 な ど の 点 で 課題 が見

っ か っ て きた 。 発表 では 、こ れ ら の 課題 と対策

を含めて 、理 数教育企画 の 実践に つ い て報告す

る 。
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